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１．教員紹介・主な研究分野 

 医療（精神科・神経科・心療内科）及び教育を主な心理臨床のフィールドとしてきまし

た。医療では、医療法人おくら会藤戸病院の常勤心理職を経て、医療法人弘恵会ヨコクラ

病院、川谷医院などで非常勤心理職として従事してきました。教育では、福岡県中学校ス

クールカウンセラーを経て、現在も大学の学生相談室にて相談員を務めています。 

 研究では、「臨床及び発達における創造性」を研究の柱とし、1. 臨床における創造性の

研究－理論生成の試み－、2. 発達と創造性に関する研究、3. 物語分析による女性の心理

臨床的理解を主な研究テーマとしています。 

 2007年九州大学大学院人間環境学府博士後期課程単位取得後退学。2014年より、福岡県

立大学人間社会学部・人間社会学研究科専任講師。その他、中村学園大学短期大学部幼児

保育学科非常勤講師（2009年度後期「精神保健学」、2015年度前期「保育内容人間関係」）、

西南学院大学大学院非常勤講師（2016年度集中予定「発達心理学特論」）など。 

 

２．研究業績 

①最近の著書・論文 

［著書］ 

・ 池志保（共著）「8章2節 タイプ分けと得点化－類型論と特性論」「10章3節 心の状態

を判断する－心理アセスメント過程－」「あなたも実感No.19」「こんなところに

No.20」, 『自ら実感する心理学－こんなところに心理学』土肥伊都子編著, 他共同執

筆者, 保育出版社, pp.107-109, p.73, 2016． 

・ 池志保（共著）「5章4節 心理検査による査定」「事例で臨床心理学を学習する－あな

たならどうしますか？－Case4」,『生きる力を育てる臨床心理学』小林芳郎編著, 他共

同執筆者, 保育出版社, pp.65-68, pp.134-136, p.137, p.141, 2013． 

［論文］ 

・ 池志保・山本斉（共著）「バウムテストに見られる創造性の特徴－M-GTAによる理論

生成の試み」, 福岡県立大学人間社会学部紀要, 第24巻第1号, pp.85-102, 2015．査読

有 

・ 池志保・山本斉・伊藤俊輔（共著）「バウムテストによる創造性の特徴－青年期女子

を対象にした理論生成の試み－」, 松山東雲女子大学人文科学部紀要第22巻, 2014． 

・ 伊藤俊輔・池志保・佐々木将太・桧田千裕（共著）, 「運動後の食事がヒト身体に及ぼ

す影響について」, 松山東雲短期大学研究論文第44巻, 2014． 

・ 池志保（単著）「「非創造的」に生きていた芸術活動者－3種に分類した創造性の観点

から事例理解を試みる－」, 心理臨床学研究第30巻第6号, pp.899-910, 2013．査読有 

②その他最近の業績 

［特集］ 

・ 池志保（共著）「障害と創造性の臨床心理学」,『特集1 アウトサイダーアート入門』

北山修編集,他共同執筆者, 日本心理臨床学会 心理臨床の広場, 8巻2号,2016（発行予

定）． 

［報告］ 

・ 中村晋介・池志保（共著）「就業力アンケート調査の再検討」研究ノート, 福岡県立大

学心理臨床研究, 8巻, 2016（発行予定）． 

・ 池志保（単独）症例検討,福岡精神分析研究会, 2016．  

・ 池志保（単独）「バウムテストによる創造性の特徴－青年期を対象とした理論生成の

試み」, Characteristics of creativity determined by the Baum test: creating new 

theories targeted at adolescents, 福岡県立大学研究奨励交付金（個別研究）平成26年

度採択分報告書, 2015． 

・ 池志保（単著）「子どもの発達促進的環境を考える」,福岡県立大学公開講座Ⅰ『現代



を生きる子どもたち』第1回報告書,福岡県立大学附属研究所, 2015． 

③過去の主要業績 

［辞典］ 

・ 池志保（共著）「創造」, 『日常臨床語辞典』北山修監督・妙木浩之編, 他共同執筆者, 

誠信書房, pp.266-270, 2006． 

［論文］ 

・ 池志保（単著）「鬱を呈する引きこもり青年との面接過程」, 精神分析研究第51巻第2

号, pp.85-90, 2007．査読有 

・ 池志保（単著）「心理臨床における芸術と創造性について」, 九州大学心理臨床研究第

26巻, pp.217-225, 2007．査読有 

［書評］ 

・ 池志保・北山修（共著）「『ウィニコット著作集4 子どもを考える』D.W.ウィニコッ

ト著、牛島定信・藤山直樹・生地新監訳」, 精神分析研究第53巻第2号, pp.232-233, 2009． 
 

３．外部研究資金  

［その他（学内研究助成金）］ 

・福岡県立大学 平成27年度研究奨励交付金（若手奨励研究）、研究課題名「創造性とパー

ソナリティとの関連－バウムテスト及びTEGを用いて－」、研究代表者：池志保（平成27 

年度期間、85,892円）。 

・福岡県立大学 科研費補助制度、研究代表者：池志保（平成27年度期間、100,000円）。 

 

４．所属学会 

［学会］ 

日本心理臨床学会、日本発達心理学会、日本精神分析学会、日本教育心理学会、日本病蹟

学会（各正会員）。 

［その他の研究会］ 

日本精神分析学会認定 福岡精神分析研究会、コフート研究会（各正会員）、日本精神分析

的自己心理学協会（準会員）。 

 

５．担当授業科目 

［学部］ 

発達心理学Ⅰ-A（2単位・1年・前期）、発達心理学Ⅰ-B（2単位・1年・前期）、発達心理

学Ⅱ（2単位・1年・後期）、発達心理学Ⅲ（2単位・2年・前期）、教養演習（1単位・1年・

前期）、演習（2単位・3年前期・4年後期）。 

［大学院］ 

臨床心理実習（学内）（1単位・2年・通年）、臨床心理基礎実習（2単位・1年・通年）、

発達心理学特論（2単位・1・2年・前期）、臨床心理実習（施設）（1単位・2年・前期）、

臨床心理学研究法特論（2単位・1・2年・後期）。 

 

６．社会貢献活動 

・ （査読）福岡県立大学心理臨床研究 

 

７．学外講義・講演 

・ 福岡県立大学公開講座Ⅰ『現代を生きる子どもたち』第1回講師、「子どもの発達促進

的環境を考える」、福岡県立大学附属研究所主催（2015年10月16日） 

 

８．附属研究所の活動等 

・ 附属研究所社会貢献・ボランティア支援センター運営部会・委員 

・ 附属研究所調整部会・委員 


